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▲調理科

▲生活教養科

今
年
の
宇
都
宮
短
期
大
学
附

属
高
等
学
校
の
一
日
体
験
学
習

は 、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
を
徹
底
し
て
実
施
し
ま

し
た 。
校
舎
内
に
入
る
前
の
検

温・
消
毒 、
全
教
室
の
換
気 、
職

員
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド

装

着 、
各
教
室
に
少
人
数
で
分
散

す
る
午
前・
午
後
の一
一
部
制
な

ど 、
安
心
し
て
本
校
の
一
日
体
験

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

多
く
の
対
策
を
行
い
ま
し
た 。

正
門
を
く
ぐ
っ
た
中
学
生

と
保
護
者
は 、
自
分
の
受
講

し
た
い
教
室
に
足
を
運
び
ま

し
た 。
今
年
は
教
室
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
お
い
て 、
須
賀
英

之
校
長
先
生
か
ら 、
「
中
学

三
年
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は 、
い
よ
い
よ
高
校
進
学
を

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
な
り

ま
し
た 。

本
校
の
一
日
体
験
学
習
に

は 、
四
五
0
0
名
を
超
え
る

参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た 。

こ
れ
は 、
今
年
創
立
百
二
十

周
年
を
迎
え
る
本
校
の
長
い

伝
統
と
「
全
人
教
育』
の
建
学

の
精
神 、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に

沿
っ
た
教
育
内
容
や
最
新
の

施
設
設
備
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す 。

吉向
校
は
中
学
と
は
異
な

り 、
自
ら
選
ん
で
入
学
す
る

学
校
で
す 。
皆
さ
ん
に
は 、
先

ず 、
来
年
一

月
に
行
わ
れ
る

本
校
の
第
一

回
入
試
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す 。
さ
ら
に 、
科・
コ
ー

ス
の

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
や
特
待
生
を

目
指
す
受
験
生
の
た
め
に 、

第
一
回
人
試
を
受
検
し
た
方

は 、
第
二
回
入
試
を
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す 。

奨
学
金
制
度
や
就
学
支
援

金
制
度
が
充
実
し 、
公
立・

私
立
に
経
済
的
な
差
は
あ
り

ま
せ
ん

。
本
校
と
県
立
古翌
校

の
両
方
に
合
格
を
決
め
て 、

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
特
色
や

進
学
実
績
を
よ
く
見
比
べ
た

う
え
で 、
自
ら
の
夢
と
希
望

が
実
現
で
き
る
高
校
を 、
皆

さ
ん
自
身
で
選
択
し
て
く
だ

さ
い

。
」
と
ご
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た 。

各
科・
コ
ー

ス
の
学
習
内

容
や
進
路
の
紹
介
で
は 、
将

来
の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進

す
る
普
通
科
各
コ
ー

ス
に
学

ぶ
生
徒
の
発
表
を
は
じ
め 、

生
活
教
養
科
の
専
門
分
野
に

お
け
る
学
習
内
容
や
情
報
商

業
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
本
校
に
あ
る
落
合
書
店
p

l
u
s
で
の
販
売
実
習）
な

ど
の
紹
介 、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
し
て
い
る
調
理
科
の
先

生
方
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン 、
音
楽
科
の
演
奏
な

ど 、
総
合
学
園
な
ら
で
は
の

独
自
の
説
明
が
繰
り
広
げ
ら
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▲音楽科

れ
ま
し
た 。
生
徒
会
に
よ
る

部
活
動
紹
介
で
は 、
趣
向
を

凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に 、

中
学
生
は
釘
付
け
に
な
り
な

が
ら
聴
講
し
て
い
ま
し
た 。

冷
房
の
き
い
た
教
室
で
の

各
学
科
の
体
験
学
習
で
は 、

パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
模
擬
授
業
（
普
通
科）

、

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
W
e
b

デ
ザ
イ
ン
模
擬
授
業
（
情
報

商
業
科）

、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー

の
発
表・
手
芸
講
座

（
生
活
教
養
科）

、
プ
ロ
の

シ
ェ
フ・
パ
テ
ィ
シ
ェ
に
よ

る
実
習
授
業（
調
理
科）

、
実

技
レ
ッ
ス
ン
見
学・
レ
ク

チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

鑑
賞

（
音
楽
科）
に 、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た 。

験
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▲普通科模擬授業（理科の実

験

）
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映
像
分
析
の
講
師
を
招
い
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
講
義
な
ど
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た 。
そ
の
中
で
も 、

部
員
そ
れ
ぞ
れ

が 、

様
々
な
方
法
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る

姿
を
配
信
し
た
映
像
は 、

国
内
外
の
多
く

の
方
々
に
視
聴
い
た
だ
き 、

あ
た
た
か
い

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。
男
子

七
三
名 、
女
子―
――

名
の
新
入
部
員
を

迎
え 、
総
勢一
0
五

名
の
部
貝一
同 、
全

国
大
会
出
場
を
目

指
し 、
多
く
の
方
々

に
元
気
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す 。
応

援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す 。

演
奏
会
開
催
T

コ
ロ
ナ
禍
の
中 、
県
民
の
み
な

さ
ま
に
と
ち
ぎ
未
来
大
使
の
プ

ロ
の
演
奏
家
た
ち
が 、
上
質
な
音

楽
と
県
民
へ
の
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
を
動
画
で
投
稿
し
て
エ
ー

ル
を
送
る
こ
の
企
画
に 、
宇
都
宮

短
期
大
学
音
楽
科
の
講
師
の
先

生
方
も
大
勢
参
加
し
て
い
ま
す 。

こ
の
動
画
は 、
二
0
三
年
三
月

末
ま
で 、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
か
ら

視
聴
で
き
ま
す

の
で 、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い 。

朧

元
気
を
届
け
る
チ
ー

目
指
せ`

ィ‘
ノ
タ
ー
ハ
イ
、．

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
目
指
し 、
日
々

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た 。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
自
粛
期
間
の

時
も 、
部
員
全
員
が
明
日
を
信
じ
て 、
で

き
る
限
り
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
続
け
て

き
ま
し
た 。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
中
止
に
な

り
ま
し
た
が 、
栃
木
県
が
三
年
生
の
た
め

の
大
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が

決
定
し 、

三
年
生
も
最
後
の
H
標
が
見

え 、
一
気
に
元
気
を
取
り
戻
し
ま
し
た 。
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男
子
が
優
勝
を
飾
り 、

女
子
は
三
位

―
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華
道
に
は 、
多
く
の
流
派
が
存
在
し

ま
す
が 、
本
校
で
は「
松
翠
流（
し
ょ
う
す

い
り
ゅ
う）」
を
学
ん
で
い
ま
す 。
花
器
に

生
け
込
ま
れ
た
花
々
は 、
四
季
折
々
の

自
然
の
美
し
さ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く

れ
ま
す 。
部
員
数一――
―

名
と
い
う
大
所

帯
で 、
和
の

心
に
触
れ 、

自

然

を

愛
で
つ
つ

「
美
意
識」

を
磨
い
て

い
ま
す

。

先
生
の
熱

心
な
ご
指

導
の
も
と

精
進
し
て

い
き
ま
す 。

東
京
五
輪・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
栃
木
県
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の

一
環
と
し
て 、
ハ
ン
ガ
リ
ー

大
使
館

一
等
書
記
官
の
コ
ロ
ジ・
キ
シ
・

エ
ス
テ
ル
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

交
流
し
ま
し
た 。

コ
ロ
ジ
さ
ん
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

の

国
旗
の
意
味
や
作
曲
家
の
リ
ス
ト

の
紹
介 、

そ
し
て
両
国
が
も
っ
と

親
し
く
な
れ
る
か
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
提
案
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た 。

私
た
ち
チ
ア
ダ
ン
ス
部
は
ハ
ン

ガ
リ
ー

特
産
の
「
パ
プ
リ
カ」
に
ち

な
ん
だ
ダ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上

げ 、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
時
間

は
あ
っ
と
い
う
問
に
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た 。
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―1
0
―1
0
年
度
P
T
A
総
会

が 、

五
月――
十
一
日
（
木）

に
書
面
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

協
議
内
容
は ‘
―1
0
一
九
年

度
の
決
算
お
よ
び
事
業
報
告

と―1
0
二
0
年
度
の
予
算
・

事
業
計
画
の
決
議
な
ど
で
し

た 。な
お 、
正・
副
会
長
は
次
の
各

氏
の
と
お
り
で
す 。
（
敬
称
略）

◎
会
長・
星
野
隆一
（
普
通
科

後
援
会
会
長・
三
の―
)
◎
副

会
長・
大
久
保
光
則
（
普
通
科

後
援
会
副
会
長・―一
の
二）

、

ー
トr}ノ

県
独
自
の
夏
の
大
会
と
し
て
交
流
試
合
が一

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 、
部
員
全
員
で
前
を
向

て
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た 。
三
年
生
は
こ

大
会
で
引
退
と
な
り
ま
し
た
が 、
本
校
硬
式

球
部
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

頑
張っ
て
い
き
ま
す 。

先
輩
方
の
思
い
を
引

き
継
い
で 、
後
輩
た
ち
は

九
月
に
開
催
さ
れ
た
秋

季
県
高
校
野
球
大
会
に

お
い
て 、
昨
秋
準
優
勝
の

強
豪
文
星
芸
大
附
に
勝

利
し 、
ベ
ス
ト
8
入
り
を

果
た
し
ま
し
た 。

二
0
二
0
年
度

P
T
A
総
会
開
く

土
屋
彰
子
（
生
活
教
養
科
後

援
会
会
長
・

三
の
十
七
・

十

八）
、

森
田
千
絵
（
情
報
商

業
科
後
援
会
会
長
・

――一
の
二

+）
、

諏
訪
千
恵
（
調
理
科

後
援
会
会
長
・

三
の
二
十

四）
、

江
原
哲
（
音
楽
科
後

援
会
会
長
・

――一
の一一
十
五）

会
長に
阿
部
配
俵
巽

二
0
二
0
年
度

生
徒
総
会
開
く

六
月
二
十
九
日 、

須
賀
栄

子
記
念
講
堂
大
ホ
ー

ル
で
生

徒
総
会
が
開
か
れ 、

新
生
徒

会
長
の
阿
部
蒼
依
さ
ん
（
三

の
三）

、

副
会
長
の
七
久
保

堅
信
く
ん
（
三
の
四）

と
河

又
ナ
ツ
さ
ん
（一一
の
十
二）
を

中
心
と
し
た
新
生
徒
会
役
貝

に
よ
り 、

熱
心
な
議
事
が
進

行
さ
れ
ま
し
た 。

議
題
は 、
―1
0一
九
年
度
の

決
算
お
よ
び
事
業
報
告
と――

0―1
0
年
度
の
予
算・
事
業
計

画
の
審
議
な
ど
で
し
た 。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
学

校
を
め
ざ
し 、

生
徒
会
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

の
新
生
徒
会
長
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た 。

―

-

-

―1
0
二
0
年 、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た

。

休
校
期
間

を
経
て

、

互
月
下
旬
か
ら

制
約
は
あ
る
も
の
の
日
常

の
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た 。

私
た
ち
の

学
校
で
は
サ
ー

モ
グ
ラ

フ
ィ
ー

や
消
毒
液
の
設
置

な
ど
、

感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
て
い
ま
す 。

ま
た 、

部
活
動
で
は
多
く

の
大
会
が
中
止
に
な
り
ま
し

た 。

し
か
し 、

練
習
に
一
生

懸
命
取
り

組
む
姿
を
見
て 、

私
も
励
ま
さ
れ 、

喜
ば
し
く

思
い
ま
し
た 。
一
日
で
も
早

く 、

も
と
の
日
常
が
回
復
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す 。

（
編
集
委
員
長
紐
川
邊
さ
く
ら）
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